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未知に挑む ー私の卒業研究① 渡辺崇史研究室

未知に挑む ー私の卒業研究② 鈴木隆宏研究室

卒業研究テーマ

・人工知能技術を用いた介護ケアプラン作成支援システムの構築～アセスメントデータのデジタル化
・ローリングストックのためのアプリケーション作成
・ペナルティ関数法を用いた差分進化による敵対的サンプルの生成
・深層強化学習を用いたゲームエージェントの学習
・小型マイコンを用いた見守りシステムの製作 ～家族が遠く離れた子どもを見守る環境作り
・姿勢に関わらず利用しやすい消毒液用スタンドの開発
・サーバーサイド Java を用いたWeb 画像データベースの構築及び画像表示時間の測定
・３次元グラフィクスを用いた農業シミュレータの開発

福祉用具プランナー資格に対応した授業では、身体が不自由な方

の使用を想定したカップホルダーなどを設計・製作し、症状に合わせ

て必要な機能を考える難しさを実感しました。支援技術を深く学びた

いという思いから渡辺研究室を選択。見え方や聞こえ方は一人ひと

り異なるということを常に心にとどめて研究に取り組みました。

齊藤 太治さん

2023年3月卒業　愛知県／知立高等学校 出身

就職先：フランスベッド株式会社

チャット形式の接客ツールで買い物を快適に。

非対面接客ツールの開発をめざし、聴覚・視覚に重点を置いた実験を行いました。３年次にはマイクとスピーカー

による接客を想定し、音量・音質の調整を繰り返しましたが、滑舌や声量に左右されずにクリアな音声を保つこと

が難しく、課題が残りました。４年次にはGoogleのDialogflowを活用し、来店客がスマホのチャットを使って会計

できる多言語対応ツールを作成。発声による対話が難しい方や外国人も利用しやすい仕組みを実現しました。

　 プログラミング演習Ⅰ 　 福祉用具プランニング演習
利用者一人ひとりに合った福祉用具の提供のため、各用具への理解を深

めるとともに、課題分析・支援計画・モニタリングなどを、グループワークでの

事例検討を通して実践。就職先で活かせる知識・技術を習得しました。

基礎的なプログラミング言語であるC言語の特徴やプログラム作成手順を

一から学びました。簡単な演算処理などの実践を通し、店頭で目にするレジ

など、身の回りのコンピュータが動く仕組みへの関心が高まりました。

私を変えた科目

アプリ開発に関心があり、鈴木研究室を選択しました。教材の試作

を繰り返す中で、研究室の仲間から色や文字に対し「見ていると疲

れる」という意見をもらうことがあり、他者の視点で物事を考えること

の大切さを学びました。就職後は医療分野のシステムエンジニアと

して、人の命に関わる責任感を持って業務に当たります。

手描きイラストで楽しく学べる電子教材を製作。

義務教育でのタブレット学習が主流となる中、子どもやその親が情報モラルを楽しく学べるように、Swift言語を

使ったiPad用教材アプリを製作しました。試作した教材を学生に使用してもらい、学習定着度テストや評価アン

ケートを数回にわたり実施。修正を繰り返しながら、見やすさや操作性、学習効率の向上を追究しました。手描き

のイラストを多用することで、電子教材でありながら絵本のような温かさを感じるアプリが完成しました。

　 オブジェクト指向プログラミング演習 　 医療システム開発演習
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Apple製品の開発に使われるSwift言語を学び、医療や福祉の分野で活

かせるアプリ製作の技術を習得しました。文字の大きさ・形・色などデザイ

ンも意識して課題に取り組んだ経験が、卒業研究に役立ちました。

Java言語の基本的な文法を学び、演習を通じてオブジェクト指向言語の

特徴であるメソッド・クラス・インタフェースなどの理解を深めました。疑問点

はすぐに先生や友人に質問するよう心がけ、主体的に課題に臨みました。

私を変えた科目

卒業研究テーマ

視覚的に学習できる
iPad用情報モラル学習
アプリケーションの開発　

卒業研究テーマ

ソーシャルディスタンスを
考慮したレジ前
コミュニケーションの検討

中村 陽海さん

2023年3月卒業　愛知県／中村高等学校 出身

就職先：シーアンドエス株式会社
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　：「私を変えた科目」（098ページ）　●：必修科目　◎：全員履修科目　■卒業研究Ⅱ履修前提条件（必修）
★卒業研究Ⅱ履修前提条件（選択）　【福プ】福祉用具プランナー科目

◎国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ
心理学
社会学
経済学
憲法
倫理学
◎健康科学概論
自然科学概論
●情報処理演習
スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ

日本福祉大学の歴史
こころとからだ
福祉社会入門
視覚障害者支援論
ろう文化と手話
地震と減災社会
聴覚障害者の理解と支援
ふくしとフィールドワーク
国際理解

【学科共通専門基礎科目】
●基礎数学
リハビリテーション論
医学一般Ⅰ（からだのしくみ）

【専修専門基礎科目】
論理回路
健康情報演習A■【福プ】
健康情報演習B■
情報数学Ⅱ■
確率統計学演習

【学科共通専門科目】
介護福祉論
福祉用具論
情報技術Ⅰ～Ⅳ【単位認定科目】
キャリア形成Ⅰ～Ⅳ【単位認定科目】

【専修専門科目】
プログラミング演習Ⅰ■△
プログラミング演習Ⅱ★△
コンピュータシステムⅠ★△

【学科共通専門科目】
キャリア開発 
高齢者福祉論
キャリア研究

【専修専門科目】
人工知能Ⅱ
データ構造とアルゴリズムⅡ△
マルチメディア△
組込みプログラミング演習
生体情報とバイオメカニクス
リハビリテーションシステム
マルチメディア演習△
CAD演習Ⅰ
CAD演習Ⅱ
情報工学実験
住環境整備・住宅関連機器【福プ】
健康情報実験
生活支援機器演習
生活と情報技術
福祉用具プランニング演習Ⅰ・Ⅱ【福プ】
健康情報総合演習Ⅰ △
健康情報総合演習Ⅱ【福プ】
業界研究
●卒業研究Ⅰ■

【学科共通専門科目】
障害者福祉論
地域福祉論Ⅰ
インターンシップⅠ・Ⅱ【単位認定科目】

【専修専門科目】
人工知能Ⅰ■
力学基礎★
コンピュータシステムⅡ★△
データ構造とアルゴリズムⅠ★△
リハビリテーション工学★【福プ】
オブジェクト指向プログラミング演習
データベース★
システム設計論△
情報ネットワーク★△
福祉用具演習【福プ】
身体機能リハビリテーション【福プ】
認知機能リハビリテーション【福プ】
福祉用具市場の理解【福プ】
医療システム開発演習
情報アクセシビリティ
情報セキュリティ
Webプログラミング演習△

【学科共通専門基礎科目】
社会調査法

【専修専門科目】
卒業研究Ⅱ

知多半島のふくし
ふくしと減災コミュニティ

ビジネススキル

ふくしフィールドワーク実践
情報英語
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【専修専門基礎科目】
基礎演習■
基礎数学Ⅱ★
情報処理■
情報工学入門■△
情報数学Ⅰ★

資格取得サポート

正課科目だけで
在学中取得が可能！

情報処理技術者（国家資格）

情報関連企業や関連省庁の就職活動では、「基本情報技

術者」「ITパスポート試験」の資格が求められることが増えて

います。本専修の情報科目を学ぶことで、これらの資格学習

が可能です。さらに上級資格をめざす人には「応用情報技術

者」「ネットワークスペシャリスト」試験の合格も支援します。

福祉用具プランナー（受験資格）

工学と福祉の知識を基盤として機器選定や利用を支援する「福

祉用具の専門家」としての能力を認定する民間資格です。本専

修では中部地方の学校で唯一、また、工学系大学では本専修

だけが在学中に研修修了試験受験資格を得ることができます。

この資格を活かして医療・福祉の分野での活躍が期待されます。
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